
もっと大勢の参加
あったらいいね！

～活動報告の概要～
＊東京都合同総合防災訓練で、他団体とともに障がい者の方々と歩く“防災まち歩き”を実施しました。
＊‘９５年から続いている三宅島年末お掃除ボランティアに７名が参加し島の人達と交流を深めました。
＊今後のＣＯ災ボ活動に活かすため東京臨海広域防災公園を見学しました。公園内の『そなエリア』では大震災時に７２
時間生き残る為の体験や様々な防災知識を学びました。

＊東京で出来る被災地支援活動として街頭募金＆応援メッセージ活動の取り組みを３月末から２週間実施。今後も１０月
まで継続して街頭募金に取り組みます 。
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東京都生活協同組合連合会
コープ災害ボランティアネットワーク幹事会
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第９回 コープ災害ボランティアネットワーク総会

第１号議案 ２０１０年度活動報告承認の件
第２号議案 ２０１１年度活動方針承認の件
第３号議案 ２０１１年度幹事の選出の件

【提案・審議】
第１号から第３号議案まで提案があり、審議の上、全議案は、

いずれも全会一致で可決承認されました。

議案提案

２０１１年度活動方針
✿コープ災害ボランティア養成講座の取り組みを進めます。
✿東京都生協連、他団体と協力連携し、ボランティア活動をすすめます。
✿ＣＯ災ボ会員の活性化を図ります。
✿ＣＯ災ボに必要な活動について協議・検討を進めると共に情報の受発信に努めます。

いろいろな生協から積
極的に参加してもらえ

る工夫が必要。

東京都生協連竹内専務理事

【２０１１年度幹事】 （☆新任･敬称略）

的屋勝一、大矢憲二、中村佳子、西裕子、木下和子、下地智和、☆松本守史、☆石田篤史、☆高田範子

★一年間、どうぞよろしくお願いします（幹事一同）★

東京災害ボランティアネットワーク
上原事務局長

司会を務める中村幹事

議長を務める西幹事

的屋代表幹事

参加しやすいボランティアの
メニューがあるといいな～。

傾聴について学びたい

東京都生協連竹内専務理事
より東災ボとの被災地支援
は息の長い活動になってい
きます。コープ災害ボラン
ティアネットワーク（以下
ＣＯ災ボ）の方々の力に期
待していますとの挨拶があ

りました。

東災ボ上原事務局長より、南三陸
町の被災者支援はまだまだ先が見
えない状況だが、腹をくくり支援
をつづけていく。被災された方々
に寄り添いながら生協の皆さんと
ともに全力で支えたいとご挨拶を
頂きました。

2011年７月２日(土）第９回総会と大交流会を国営昭和記念公園にて開催。２８名の参加がありました。
今回は、３月１１日に発災した東日本大震災以降、防災・減災や支援ボランティアへの関心が高まっていることもあ

り、東京都生協連も連携している東京災害ボランティアネットワーク（以下東災ボ）の被災地支援プログラムに参加し、
ボランティア活動を経験した会員の報告も含めた総会＆大交流会としました。



干したお米に具材を入
れ、かき回しお湯を入
れて待ちます。お湯な
ら約２０分、水でも約
１時間でできます。

～東日本大震災被災地支援報告交流～

お肉も野菜
もおいしく
焼けたよ。

講座で学んだ事を思い出しながら、アルファ化米の作り方をおさらいし、調理器具が整わない場合の工夫なども
学びました。

交流の輪が広がりました！

被災地南三陸町での支援ボランティア体験報告。被災地の写真パネルを見ながらの報告会では皆が真剣に耳を傾けました。
実際に現地での支援ボランティア活動の仕方や、被災地に行かなくてもできる支援のあり方などの交流が出来ました。

～炊き出し訓練を兼ねた昼食交流～

ワイワイ

がやがや

被災地での様子をパネル展示

被災地支援に参加したメンバーからパネルを見ながら被災地の状況報告を聞きました。
石田さんと松本さんは今年度の幹事です。

報告・交流会

キャベツは手で
ちぎって・・

ジャガイモは皮付きのまま
芽だけとって・・

引越し支援に行っ
た。被災者に寄り
添いながら支え続
けたい。自分たち
の出来ることを継
続して関わってい
きましょう

「アルファ化米は
戦国時代の干し飯
が起源です。」と
アルファ化米につ
いて説明をする大
矢幹事

石田さん

世界が一変した、
言葉にならない。
一人ひとりが考
え、生活そのも
のを変える時。
生協が力を出す
時です。

松本さん

災害時に包丁があるとは限りません。フライ
返しで切るなど工夫を学びました。

＝アンケートから＝
＊現地に支援ボランティアに参加した人の「生の
声」を聞くことができ大変良かった。

＊現地に行きたいが家族の協力が必要。近くで

出来ることに協力していきたい。
＊短期の応援企画があれば参加したい
＊長～い支援が必要ですネ。




